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Ⅰ．緒言
　町内会とは，町内に組織される住民の自治組織

で，第2次世界大戦中に制度化された地方行政の

補助機関であり1），隣組組織として住民統制の一

端を担ったものであった2）．1947年GHQが解散命

令を出したが，1952年のサンフランシスコ講和

条約が発効3）すると，町内会は各地で再結成され

現在も存在している．町内会の役割は，地域で

発生する生活上の問題を少しでも解決していこ

うと，住民が協力して取り組むことであり，こ

のような活動を通して地域環境を良好に維持し

ていくことである4）．2015年インターネットによ

る朝日新聞の調査5）において自治会・町内会は必

要か不要かのアンケート調査（ｎ=1967）で「必

要」28.3％，「不要」34.4％と「不要」が多かった．

しかし，家族の単位も大家族から核家族へと移行

し，高齢者の単独世帯が増加，高齢化率も2016

（平成28）年で27.3％ 6）と世界有数の長寿国となっ

た現在7），地域社会の変化に伴い生活上の問題も

変化していると推測する．地域の高齢化と核家族

化に伴い，人間関係が希薄になった8）と言われて

いるが，阪神淡路大震災（1995年）や東日本大

震災（2011年），台風などの自然災害など，近隣

地域で協力しなければならない場面が増加してい

る．このように生活上の問題の変化や地域の協力

体制を強化するためにも，町内会の存在が重要と

なる．

　このような中で，元気な高齢者の増加に伴い，

65歳以上就業者が右肩上がり9）であり，ボラン

ティアなどの活動を行っている高齢者も2017年

現在，約700万人を超えている10）．元気な高齢者

の能力を活用することで町内会が活性化されるこ

とが期待できる．しかし，町内会も地域在住高齢

者も独居高齢者の増加などの理由で，持っている

能力を発揮できていないのではないかと考えた．

町内会において，高齢者がその役割を発揮するこ

とで，本来の町内会としての役割である，生活上

の問題解決や住民同士が協力し合い，地域住民の
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生活が豊かになることにつながるものと考えた．

Ⅱ．目的
　高齢者と町内会を対象とした研究の文献検討を

行い，町内会活動の内容と，参加者の考えを明ら

かにすることである．

Ⅲ．研究方法
1．対象となる文献の抽出

　医学中央雑誌Web版Ver5で，年代の制限なく

Key wordは「高齢者」「町内会」で「and」検索を

行い「原著論文」「会議録は除く」で絞り込みを行っ

た（2019.11）．検索の結果，得られた文献は55

件であった．本研究では高齢者に関連しない研究，

研究方法が不明確である合計11件を除外して44

件を分析対象とした．

2．分析方法

　44件の文献を文献レビューのマトリックスの

方式11）で整理した．無秩序の中から秩序を作り

出すためのマトリックス方式は，体系的に文献を

レビューするための構造であり過程でもある．構

造は文献レビューしながら集めた基本フォルダか

らなる．本研究では基本フォルダの縦軸を文献，

横軸を「掲載年」「研究の焦点」「目的」「対象者

及び協力者」「研究デザイン」「研究方法」「結果」

「考察」「結論」として全体を概観した．さらに「研

究の焦点」については，各文献を精読して研究の

焦点をコード化した．抽出されたコードを意味内

容の類似性に合わせて内容分析の手法を用いてカ

テゴリー化を行った．

Ⅳ．結果
　研究の焦点を表1に示す．

1．高齢者とのネットワークづくり

　【高齢者とのネットワークづくり】の［高齢者

と周囲の人々との交流（7）］は，後期高齢者の

世代間交流と生活機能との関連12）や，高齢者の

近隣とのかかわり方と支えあいへの意識13），大都

市近郊団地における高齢者の地域参加14），外出頻

度の低い「閉じこもり」高齢者の特徴15）などか

ら抽出された．田中ら12）は，「町内会等での特定

の役割を担う」が世代間交流に影響していること

を明らかにしていた．澤岡ら13）は，関わり方と

支え合いへの意識に関する研究で，「あいさつを

ときどきする」「町内会・自治会活動に年数回程

度の参加」でも，近隣との支え合いへの意識を高

めていることが示されていた．Murayama elt16）は，

地域在住高齢者6,421名を対象とした調査結果で，

町内会活動の参加率は82.4％であることを報告し

た．乗田ら17）は，町内会より依頼があった教室

活動の結果，以前よりも住民同士が見守り合える

関係を築く事ができたこと，船山ら18）は定年後

に行いたい活動では「自治会・町内会活動」につ

いては6割以上の者が参加したくないと考えてい

たことを報告し、安田14）は大都市近郊の団地に

おける高齢者の人間関係量と地域参加について報

告していた．

　［高齢者の活動実態（6）］は，高齢者の外出行

動と社会的・余暇的活動に関する研究19）や，高

齢者事業に参加する高齢者の地縁的活動20）研究

が行われていた．岡本21）は，市川市における高

齢者の活動と心理的well-beingの関連で社会活動

領域では「近所づきあい」「町内会・自治会」「地

域行事」の3つの活動が，心理的well-beingの3指

標（生活満足度，生きがい感，日頃の活動満足度）

すべてと関連が認められたと報告していた．竹内

ら22）は，町内会の仕事を辞めた頃から,無気力と

興奮気味の日が交互に出現したと報告していた．

　［高齢者の社会参加（6）］は，地域在住の高齢

者における社会参加と手段的日常生活動作との

関連23）や高齢者の心身状況と社会関連性指標の

特徴24）などの高齢者の社会参加の実態を把握す

る研究が行われていた．安齋ら25）は，支援介護

が必要な地域在住高齢者2,000名を対象として，

社会活動への参加は，「町内会や自治会活動」が

35.4％と最も多かったことを報告していた．また，

Tomioka elt26）は，高齢者が社会活動に参加する際，

自発的な姿勢を示すことが自己評価健康度につな
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がったと報告していた．

2．在宅高齢者の特徴と日常生活に支援を要する

高齢者への支援

　【在宅高齢者の特徴】に含まれていた［高齢者

の健康状態（3）］は，町内会単位の健康作り活動

の有効性として，約半年間の活動効果について聞

き取り調査を行なった結果，13人中2/3以上が指

摘した「健康の駅」活動による効果は健康作りを

過度に意識せず自然に健康意識が高まるような活

動内容とすることが大切と考えられた27）．在宅高

齢者（69 ～ 71歳）の7割余りは何らかの病気を

有していたが多くはADLが良好であり，痴呆症

状が見られる者もほとんどいなかったと報告して

いる28）．鈴木ら29）は，独居高齢者の町内会活動

不参加が41.5％，近所付き合いなしが25.3％あり，

地域コミュニティネットワークの希薄化が考えら

れた．［高齢者の主観的幸福（2）］は，健康教室

に参加した高齢者の主観的健康観への関連要因30）

や都市部住民の生活像とサクセスフルエイジング

の要件31）によって抽出された．後藤ら30）は，健

康教室に参加した高齢者の主観的健康観への関連

要因として，「心臓病の既往がない」「町内会へよ

く参加する」ことを明らかにした．また，岡山ら
31）は，健康づくり等の主体的な活動と町内会等

の役割としての活動が多かったと報告した．［高

齢者の生活状況（2）］は大都市近郊に居住する高

齢者が感じる生活圏32）や被爆者の生活状況と死

亡との関連33）によって抽出された．大畑ら32）は，

大都市近郊に居住する80歳代高齢者が感じる生

活圏は自治会・町内会と最も狭い範囲に縮小した

と報告した．三根ら33）は，被爆者の生活状況と

死亡との関連の研究において調査期間中の死亡は

387名で町内会の役割なし（1.23倍）であったと

報告した．

　【日常生活に支援を要する高齢者への支援】に

含まれていた［要介護者の実態（3）］は，在宅パー

キンソン病患者の災害時要援護者登録に関する

研究34）や在宅酸素療法患者の最大歩行距離と外

出頻度の関連35）などの研究によって抽出された．

長瀬ら36）は女性では「地域の祭り」「町内会・自

表1　研究の焦点 
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治体の行事」「趣味や習い事等」に参加しない者

が低栄養リスク群との関連がみられたことを報告

していた．［介護予防支援（2）］は，地域組織参

加率と要支援・介護認定率の関連（1），介護予

防に関する住民ニーズ（44）に関する研究によっ

て抽出された．

3．周囲が期待する高齢者の役割と高齢者にかか

わる人や組織の役割

　【周囲が期待する高齢者の役割】は［ボランティ

ア活動（3）］［高齢者の主体性（1）］によって構

成されていた．［ボランティア活動（3）］は，傾

聴ボランティア活動参加者のうち女性は，町内会

や自治会活動に参加している者が多かったと報

告していた．［高齢者の主体性（1）］では，高橋

ら37）が，地域の団体・組織・会とのかかわりは，

男女とも「町内会・自治会」「老人会・高齢者団体」

に入っている割合が高かったと報告していた．

　【高齢者にかかわる人や組織の役割】に含まれ

ていた［高齢者の見守りの役割（3）］は，大都

市における高齢者の見守られ意向と見守られたい

相手38）やスマートフォンを活用した高齢者の見

守りに対する大都市の住民の意識39），設置主体別

にみる地域包括支援センターにおける認知症早期

発見・支援に関する課題40），高齢者が地域で安心

して暮らすための見守りに関する高齢者の意識41）

などによって抽出された．以下［地域力の充実

（2）］［高齢者の在宅生活の継続（1）］［地域コミュ

ニティの住民同士のつながり促進（1）］［地域特

性を生かした活動（1）］［認知症早期発見・支援

（1）］と続いた．

Ⅴ．考察
1．高齢者のネットワークづくり

　【高齢者のネットワークづくり】に含まれてい

た［高齢者の活動実態（6）］のように実態把握が

行われ，［高齢者と周囲の人々との交流（7）］や［高

齢者の社会参加（6）］が抽出された．横山ら15）は，

外出頻度の低い高齢者の特徴に関する研究の中

で，「閉じこもり」と有意な関連を示したものに「町

内会への参加」があったことを報告した．このよ

うに，町内会へ参加することは，閉じこもり予防

につながるため，高齢者の活動とネットワークづ

くりや社会参加に関連した研究が行われていたと

考える．

　田中ら12）は，町内会などで特定の役割を担う

ことが世代間交流に影響していることを明らかに

していた．これは高齢者が町内会の役割を担える

ことを示し，さらにネットワークづくりにもつな

がっていることがわかる．高橋ら37）は，東北地

方の在宅高齢者を対象とした研究では「町内会・

自治会」に加入している割合が高いと報告してい

た．一方で，船山ら18）は定年前中高年者の6割以

上の者が「自治会・町内会活動」に参加したくな

いと考えていたことを報告した．さらに一定の地

域の独居高齢者を対象とした研究では，町内活動

不参加の割合が約4割で，地域コミュニティネッ

トワークの希薄化が考えられたと報告していた
29）．町内会参加は主観的健康観を向上させ30），役

割を担うことは世代間交流に影響している12）よ

うに，健康や行動拡大に関連しているため積極的

な参加につながるような工夫が必要である．

2．在宅高齢者の特徴と日常生活に支援を要する

高齢者への支援

　町内会団体への加入者の中でも7割余りは何ら

かの病気を有していた高齢者であったが，町内会

活動に参加し，ADLが良好で認知症症状がみら

れる者は，ほとんどいなかったという結果28）から，

病気を持っていてもQOLを高める生活をしてい

ることが考えられた．また，町内会単位の健康作

りでは「集まって話をしたい」人が多い27）こと

から，健康を意識している高齢者は多くいること

が推察できる．一方，独居高齢者の6割近くが町

内会活動不参加や近所付き合いなしという結果29）

から，町内会活動参加は良いと分かっていても，

独居だと情報もなく不参加だったり，近所付き合

いをしなかったりするのではないかと考える．

3．周囲が期待する高齢者の役割と高齢者にかか

わる人や組織の役割
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　【周囲が期待する高齢者の役割】では［ボラン

ティア活動（3）］と［高齢者の主体性（1）］が

抽出されていた．地域においては，様々な団体が

あり，高齢者が所属している．そこでは高齢者に

は主体的に新たな活動場面へ参加することが期待

されている．またボランティアにおいても高齢者

の役割として能力を発揮することにつながるもの

と考える．よって，現状の役割だけではなく，新

たに高齢者自身の持てる力を十分に発揮できる場

面を地域住民だけではなく高齢者自身も主体的に

考え活動の場が広げられるように支援する必要が

ある．

　【高齢者にかかわる人や組織の役割】では，［高

齢者の見守りの役割（3）］が抽出された．高齢

者の見守りは，セコム・ホームセキュリティ 42）

などが高齢者見守りサービスとして商品化されて

いた．また，象印はみまもりホットラインとして

湯沸かしポットを使用した商品43）などを開発し

実用化されている．このように高齢者の見守りは

人を介してではなく，センサーなど様々な商品に

よって行われている．「挨拶を時々すること」や「町

内会自治会活動に年数回程度参加」するだけでも，

近隣との支えあい意識を高められる13）を考える

と，少しの手間で見守りができる環境づくりを町

内会が主体的に行うシステム作りが重要となると

考える．

Ⅵ.結論
　本研究により以下の点が明らかになった．

1．研究の焦点として，【高齢者とのネットワーク

づくり】【在宅高齢者の特徴】【日常生活に支

援を要する高齢者への支援】【周囲が期待する

高齢者の役割】【高齢者にかかわる人や組織の

役割】の5つのカテゴリーが抽出された．

2．高齢者の行動拡大や健康の維持増進のために

も町内会への参加や役割を持つことが重要と

なるため，積極的な参加につながる工夫の必

要性が示唆された．
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A Literature Review on Elderly Persons’ Participation in Neighborhood 
Association Activities

TSUJI Yukimi and TAKAOKA Tetsuko

Abstract: [Purpose] This study examines the literature of studies targeting the elderly and neighborhood 

associations, and clarifies how the elderly think about and participate in neighborhood association activities.

[Methods] The Ichushi Web database (Ver. 5) was searched for articles using the keywords “community 

associations" and “elderly people” combined by “and". Excluding articles that did not describe methodologies 

clearly, 44 articles were analyzed. The articles 

were organized and examined by the matrix method. “Core themes" were categorized based on similarities of 

meaning in descriptions. [Results and Discussion] The categories of the “Core theme" include [Networking with 

the elderly (4)], [Roles of people and organizations involved with the elderly (6)], [Characteristics of the elderly 

at home (10)], [ Roles that people around them expect of the elderly (3)], and [Support for the elderly who need 

assistance in daily life (3)]. It was found that there have been studies focusing on support to assist the elderly living 

in local communities and also studies focusing on the roles the elderly are expected to play. The findings suggest 

the necessity to conduct further studies to enable the elderly to utilize their skills in the community where they live 

while assisting them in living in the community they are familiar with.

Keywords: elderly, community associations, Literature review 


